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令和２(2020)年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金） 
実績報告書（プログラム実施報告書） 

（研究成果公開促進費）「研究成果公開発表（Ｂ） 
（ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ＫＡＫＥＮＨＩ）」 

 

課題番号：   20HT0123 
プログラム名： ⾳を⾒る？光を聴く？プログラミングで可視光通信を体験しよう 

所属 

研究 

機関 

名称 信州⼤学 

機関の長

職・氏名 
濱⽥ 州博 

実施 

代表者 

部局 学術研究院⼯学系 

職 教授 

氏名 笹森 ⽂仁 

 

開催日 2020 年 10 ⽉ 31 ⽇ 

実施場所 信州⼤学 ⻑野（⼯学）キャンパス 

受講対象者 ⼩学校 5・6 年⽣、中学⽣ 

参加者数 ⼩学校 5・6 年⽣ 11 ⼈、中学⽣ 2 ⼈ 

交付申請書に記

載した募集人数 
20 ⼈ 

プログラムの目的 

本プログラムに関連する科研費の研究は、情報を効率良く無線伝送するための OFDM ⽅式の符号
化⽅法を理論的側⾯から検討するとともに、無線センサネットワークエリアの広域化および低消費電
⼒化（⻑寿命化）に主眼をおいて検討したものである。⼀般に、無線伝送は搬送波周波数帯で⾏なう
ものだが、提案した符号化を採⽤することで、ベースバンドで無線伝送することが可能になる。提案
⽅式は離散フーリエ変換を応⽤した⽅式なので、原理を理解するためには少なくとも複素数の知識が
必要である。そのため、本プログラムでは、⼩・中学⽣にも理解できる内容で、可視光を媒体とした
無線ベースバンド伝送を体験してもらうことを⽬的としている。 

プログラムの実施の概要 

☆ 受講⽣に分かりやすく科研費の研究成果を伝えるために、また受講⽣に⾃ら活発な活動をさせるた
めにプログラムを留意、⼯夫した点 

科研費による研究は離散フーリエ変換を応⽤した無線ベースバンド伝送⽅式であるが、対象となる
⼩・中学⽣にフーリエ変換の理解は無理なので、⼩・中学⽣にも理解できる内容で無線ベースバンド
伝送を体験してもらうことを意識した。具体的には、⾳と光は⼩・中学⽣にも馴染み深いものなの
で、まずは普段聞き慣れている単⼀周波数の⾳（聴⼒検査時の⾳や⾳階など）やド・ミ・ソの三和⾳
を聞いてもらい、⾳当てクイズを実施した。また、⾳や⾃分の声の波形とスペクトルを実際に⾒ても
らい、⾳の特徴（振動数・周波数の概念）を理解してもらった。⼩学⽣にとっては理科の予習、中学







 

・ 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、夏休み期間に実施することができなかったことに
加え、広報活動を例年通り⼿厚く実施することが難しかったため、20 ⼈の募集のところ 13 ⼈の
応募であった。今後は、例年通り開催時期を再び夏休み期間に戻すとともに、広報活動も⼿厚く
実施したい。 

・ 今年度は新型コロナウイルス感染症対策で、受講⽣をグループに分けて活動してもらうことがで
きず、本来ならばオシロスコープやファンクションジェネレータなどの実験装置を触ってもらう
予定であったが、それができなかった。実験装置に触ってもらう経験も必要だと改めて感じた。 

・ 可視光通信実験において、⾍眼鏡で光を集めることで、⾳の強弱が変わったり、⻑距離伝送が可
能になったりすることを経験させたい。 

・ 可視光以外の伝送媒体として、超⾳波を使った無線ベースバンド伝送にも挑戦したい。 
・ アンケート結果を⾒ると前向きな意⾒が多かったので、上記の内容を精査・発展させて、来年度

も継続して実施したい。 


